
17：脳梗塞患者のうち入院2日目までに抗血小板療法もしくは抗凝固療法を受けた患者の割合
分母

分子

備考

概要

施設コード 調査開始日 調査終了日 分母数 分子数 割合

210111438 20120401 20130331 302 209 69.21%

210111438 20130401 20140331 312 192 61.54%

210111438 20140401 20150331 313 204 65.18%

210111438 20150401 20160331 313 204 65.18%

210111438 20160401 20170331 311 223 71.70%

210111438 20170401 20180331 288 202 70.14%

210111438 20180401 20190331 279 204 73.12%

210111438 20190401 20200331 251 191 76.10%

210111438 20200401 20210331 268 208 77.61%

210111438 20210401 20220331 234 172 73.50%

210111438 20220401 20230331 273 208 76.19%

210111438 20230401 20240331 #DIV/0!

2022年度
2023年度

脳梗塞かTIAと診断された18歳以上の退院患者数

分母のうち、入院2日目までに抗血小板療法または抗凝固療法を施行された患者数

以下の場合を除外
・入院期間が1日以内または121日以上の場合
・t-PA治療を受けた場合
・脳卒中の発症時期が4日以降の場合（平成28年4月より）

脳梗塞患者に対して48時間以内に抗血栓治療を行うことは、患者の予後改善につながる
と報告されており、「脳卒中治療ガイドライン」でも推奨されています。必要な薬剤の時間
内投与率が高いことは、急性期の医療が適切に行われていることを表します。本指標
は、その施行率を示しています。

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

0

50

100

150

200

250

300

350

分母数 分子数 率 

日本病院会指標


